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４．研究の趣旨・概要 

PM2.5は多様な化学成分・粒径分布を持ち、それらは時々刻々変化するため、重量濃度が

同じであっても気塊の由来が異なると健康リスクも異なると予想される。 

本研究では有害性指標の一つである粒子の酸化能に着目し、大気観測、新規装置開発、

細胞暴露実験、数値モデル開発を通して、ヒトの気道に沈着した化学物質が細胞に与える

酸化ストレスを定量化した「呼吸器疾患ハザード」を提案し、従来の大気汚染ハザード（す

なわち PM2.5 重量濃度）との相違を明らかにし、またそのモデル予測可能性を検討すると

いう、新しい試みである。 

本成果は、PM2.5の重量の低減ではなく、有害性そのものを低減する、より直接的な発生

源対策の提案を通して、環境政策の推進に貢献する。 

５．研究項目及び実施体制 

① 原因物質と粒子酸化能のモデル予測に関する研究

（国土交通省 気象庁 気象研究所） 

② 粒子酸化能の自動観測と原因物質の特定に関する研究

（国立研究開発法人 産業技術総合研究所） 

③ 呼吸器炎症に関連する粒子酸化能評価に関する研究

（国立研究開発法人 国立環境研究所） 

④ 原因物質と酸化能の発生源同定に関する研究

（一般財団法人 日本自動車研究所） 



 

 

６．研究のイメージ 

 


